
ライオンズクラブ国際協会は世界209の国または地域、137.5万人のメンバーを擁する世界一の奉仕団体です。

ライオンズクラブ国際協会330-B地区
（神奈川県・山梨県・伊豆大島）
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Service From the Heart

心からの奉仕

国際会長
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Changing the World L　石　田　真　一
（4R-1Z　川崎臨海 LC）

ガバナーテーマ

第59代地区ガバナー
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ガバナーテーマ

パーソナルテーマ

　師走に入り、寒さもますます強まってまいりました。ライオンズ活動も間もなく
上半期が終わろうとしております。メンバーの皆様におかれましてはお元気にて日々
ライオンズ活動にご精励のこととお慶び申し上げます。
　11月2日～5日は第60回オセアルフォーラムがフィリピンのマニラにて開催さ
れました。330-B地区からたくさんのメンバーに参加いただき、ガバナーズナイト
にも80名を超えるメンバーの方々に参加をいただきました。改めてメンバーの方々
の熱い友情に心より感謝を申し上げます。
　帰国後、綾瀬LC50周年､山梨LC60周年、横浜寿LC50周年の記念式典に参加
をさせていただきました。各クラブ独自の心に残る周年記念式典にて皆様と素晴ら
しい感激を共有することができ、ライオンズの将来も明るいものがあると確信でき
ました。
　第２回キャビネット会議を甲府にて開催し、会議終了後、GMT委員会によるキャ
ビネット構成員参加の会員増強セミナーが行われ活発な意見の交換が行われました。
時間が少なく皆様には物足りない結果になり申し訳ありませんでした。
　12月5日には愛知県名古屋市にてMission1.5の進捗確認会議が行われました。
また翌日には（一社）日本ライオンズの社員総会も開催されました。これらの情報は
速やかにメンバーの皆様にご報告できるよう手配をさせていただきます。
　12月は大勢のメンバーが退会される傾向があるようです。『 情熱と真心』の精神
で退会防止また会員維持をよろしくお願いいたします。
　これから年末年始にかけご多忙とは存じますが、体調を崩されませぬようご自愛
ください。上半期の各クラブ、各メンバーの方々のご協力に感謝申し上げ、メンバ
ーの方々がご家族とともに年末年始を有意義に過ごされ、迎える年が最良の年であ
りますようご祈念を申し上げますとともに、下半期のライオンズ活動も引き続きよ
ろしくお願いいたします。
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月28日（火）14時より甲府商
工会議所にて、第2回キャビ

ネット会議が行われた。
　会議は、倉田雅史第1副地区ガバ
ナーの開会宣言の後、小林大希キャ
ビネット副幹事の司会で始まった。
冒頭、石田真一地区ガバナーから「 本
日は次期ガバナーを選出する重要な

いただき、ご支援をお願いしたい」と
語った。
　幹事報告は、出川渓二キャビネッ
ト幹事より報告があった。続いて会
計報告が、谷井弘樹キャビネット会
計よりなされた。
　会議は、議長に石田ガバナーが選
出され、審議が始まった。

議案審議となります。キャビネット
構成員の皆様には慎重審議をお願い
したい」と挨拶があった。続いて、中
澤一浩前地区ガバナーは「 快晴の富
士山に見守られてのキャビネット会
議おめでとうございます。石田ガバ
ナーも折り返しの地点まで来ました。
今後も石田ガバナーに全幅の信頼を

11

第第22回回  キャビネット会議キャビネット会議第2回 キャビネット会議
11月28日（火）　於：甲府商工会議所11月28日（火）　於：甲府商工会議所

パーソナルテーマパーソナルテーマ

●挙手をする構成員
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【 審 議 事 項 】
第1号議案　第70回地区年次大会 
代議員会の件
　別紙「 第70回地区年次大会代議員
会実施要綱・議案提出および第70回
地区年次大会議事規則」（資料1）の規
定と要綱により実施したいので、承
認を求めます。

【 提案通り承認可決 】
第2号議案　次期地区ガバナー、次
期第１および第２副地区ガバナー選
出の件

ので、承認を求めます。（資料3-2か
ら3-4立候補届出用紙・経歴書用紙
添付）

【 提案通り承認可決 】
　
　会議終了後、休憩を挟み会員増強・
維持（GMT）委員会によるセミナーが
開催された。
　取材：地区ニュース

委員長　Ｌ石井　光一

　撮影：　　〃　

委　員　Ｌ中西　将志

　別紙「 地区ガバナー、第1および
第2副地区ガバナー選出に関して」

（資料2）により実施したいので、承
認を求めます。

【 提案通り承認可決 】
第3号議案　次期地区ガバナー、次
期第１および第２副地区ガバナー選
出規定の付則の件
　ライオンズクラブ国際協会330-B
地区 次期地区ガバナー、次期第1 お
よび第2副地区ガバナー選出規定の
付則を（資料3-1）により実施したい

●会議終了後、会員増強・維持（GMT）委員会がセミナーを開催し、グループに分かれて意見交換した
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月2日（木）から5日（日）にか

け て 第60回OSEALフ ォ ーラ

ムがフィリピン・マニラで開催され、

330-B地区では80名を超すメンバー

が参加した。出国する前は長袖でも少

し肌寒かったが、入国すると30度を

超える気温と高い湿度、熱気を体感し

気分が高揚した。

石田真一地区ガバナーもレッドカーペ

ットを晴れやかに歩いて登壇された。

　はじめに山田實紘元国際会長の挨拶

があり、パティ・ヒル国際会長は『わ

れわれは奉仕する』という全世界のラ

イオンに共通するモットーを掲げ熱弁

を振るわれた。

　11月3日（金）、開会式と主な会議

が行われるSMXコンベンションセン

ターは朝から登録キットの受け渡しの

ためオセアル各国の参加者で賑わって

おり、フィリピンと日本の国旗の記念

ライオンズバッジは瞬く間に完売した。

　開会式ではパティ・ヒル国際会長を

はじめ各国のガバナーの行進があり、

●左からブライアンＥシーハン前国際会長、令夫人、A.P.シン国際第2
副会長、令夫人、山田實紘元国際会長

●レッドカーペットを颯爽と行進する石田ガバナー ●国際会長とパサイ市のエミ・カリクスト=ルビアーノ市長

●パティ・ヒル国際会長感謝の挨拶

11
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　続いて、マニラ近郊にあるホテルに

移動して、石田ガバナーのガバナーズ

ナイトが開催された。

　矢嶋義巳大会参加委員長の開宴の挨

拶の後、石田ガバナーは挨拶の中で、

フィリピンの地での戦没者に対して哀

まり、リジョンやゾーンまたクラブの

垣根を越えて友愛と相互理解を深めた。

　その後、現地フィリピンのマニラサ

クラLCの佐藤ガバナーや、ケソンシテ

ィダイナミックLCのジミー第2副地

区ガバナーなどを迎え華を添えた。

悼の意を表し黙とうが捧げられた。そ

の後、倉田雅史第1副地区ガバナー、

森川吉孝第2副地区ガバナー、亀井真

司元地区ガバナー、山本直正元地区ガ

バナーの挨拶の後、安達成功元地区ガ

バナーの乾杯の発声で賑やかな宴が始

●
参
加
お
礼
の
挨
拶
を
す
る
矢
嶋
大
会
参
加
委
員
長

石田地区ガバナー・ガバナーズナイト
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　最後に今期のキャビネット運営を支

える、出川渓二キャビネット幹事と谷

井弘樹キャビネット会計より挨拶がな

され、惜しみつつ閉宴した。

　11月4日（土）、ガバナーチームは

朝から会議やセミナーに出席し、各議

長より「 国際会長のテーマ」や「 ミッ

ション1.5」など現在の地区の状況や、

今後を見据えた改善策などを討議し、

国別でのセミナーにも参加した。

　11月5日（日）、最終日となる朝よ

り議長とガバナーの会議があり、その

後ホテルの庭にあるハーバーテントに

移動して閉会式が行われ、閉会式では

フォーラムの思い出が上映された。

　以上をもって、マニラで開催された

第60回OSEALフォーラムは無事に

幕を閉じた。
　取材・撮影：地区ニュース

委員　L髙杉　　昇

　その後、国際会長晩餐会に向かう道

中は、前日から岸田首相がフィリピン

を訪問していたこともあり沿道には両

国の国旗が掲揚され、ホテルのセキュ

リティーも厳しい印象があった。

　国際会長晩餐会はパティ・ヒル国際

会長や副会長の面々、国際理事など、

ネットや紙面でしか拝見できない方々

が参集し華やかに開催された。

●ミッション1.5セミナー ジャパニーズ

●インターナショナルプレジデントバンケット

●ファブリシオ・オリベイラ国際第1副会長（中央）

●真剣に視聴する石田ガバナー

●晩餐会でホッとする石田ガバナー

●濱野雅司国際理事と記念撮影
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　 9月29日（金）、A.P.シン国際第
2副会長をお迎えして「 ミッション
1.5セミナー」が衆議院第一議員会館

（東京都千代田区）で開催された。
　 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 国 際 協 会 は、
LCIFキャンペーン100の成功によ
り奉仕を拡大するための資金を確保
することができた。次のステップとし
て、これを生かすために意義のある奉
仕活動に携わる会員を増やし、世界
にポジティブな変化をもたらそう！
と掲げた目標が「 ミッション1.5」で
ある。
　 当 日 は、 山 田 實 紘 元 国 際 会 長・
GAT会則地域リーダーの主催者挨
拶とセミナー主旨の説明、田中雄一

⒉ 全ての地区で新クラブを結成する
⒊ ミッション1.5の期間中に、全て

のクラブが新会員を迎える
⒋ 全ての地区は、女性、若手会員を

含めより多様な会員を迎えるため
の戦略を策定する

　セミナーでは、ミッション1.5達
成のための心構えや取り組み、新ク
ラブ結成のためのノウハウなど、会
員増強のためのヒントや方策が語ら
れ、充実した内容の2時間半だった。
　記文：地区ニュース

アドバイザー　L中井　弘明

　撮影：　　　〃　　　

　　〃 　　　　L近野　照彦

330複合地区ガバナー協議会議長挨
拶、濱野雅司国際理事挨拶と続き、
カイル･ハーチー国際協会会員部部長
が「 ミッション1.5とGATと国際協
会による支援について」の話をされ、
次に、小川晶子GATエリアリーダー
東日本から「 会員拡大とアクション
プランについて」の説明があった。続
いて、シン国際第2副会長による基
調講演が行われた。
　今期から2027年7月1日までに
全世界で会員数150万人達成を目指
す「 ミッション1.5」の目標は以下の
通り。
⒈ 全ての会則地域で2026−27年

度までに会員純増を達成する

ミッション1.5を達成しよう！ミッション1.5を達成しよう！
●
Ａ.

Ｐ.

シ
ン
国
際
第
２
副
会
長

●
田
中
雄
一
３
３
０
複
合
地
区

　

ガ
バ
ナ
ー
協
議
会
議
長

●
濱
野
雅
司
国
際
理
事

ミッション1.5を達成しよう！ミッション1.5を達成しよう！
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統統一一奉仕奉仕デデーー
10月１日（日）前後日、神奈川県・山梨県・伊豆大島の各地で、

『 環境』をテーマにB地区メンバーが一斉に社会奉仕活動を行った。

統統一一奉仕奉仕デデーー

　10月1日(日)朝8時、石田真一地区ガバ

ナー、森川吉孝第２副地区ガバナー、亀井真

司元地区ガバナー、出川渓二キャビネット幹

事、谷井弘樹キャビネット会計一行はキャビ

ネット事務局前に集合し、横須賀LCがクリ

ーンアップ活動をしている横須賀市鴨居の県

立観音崎公園へ向かった。

　観音崎公園では、400名を超える地元の少

年サッカーチームに所属する少年たちや米海

軍のボランティアチーム、クラブメンバーな

ど総勢523名が広範囲にわたり清掃活動を

行っていた。他団体と共同体制を組んで大規

模な奉仕活動を進めていくことは、今期ガバ

ナーの目標のひとつ。『 奉仕の力をフルに引き

出す』パワー溢れる現場だった。

　11時5分、JR桜木町駅前広場に到着。横

浜みなと−馬車道LCが毎年行っている献血

奉仕現場を訪問し、石田ガバナーは「 暑い中

ご苦労様です」と激励した。駅前広場は人通

りも多く、たくさんの方々が献血にご協力し

てくださった。

　続いて、３R-1Z合同（横浜保土ヶ谷LC・

横浜旭LC・横浜たちばなLC）のロード清掃

を視察。それぞれの出発地点からゴールの相

鉄線上星川駅を目指して、各クラブがゴミ袋

をいっぱいにして集まった。

　その後、伊勢佐木モールで市民に自転車利

用時の注意を喚起する交通安全啓発活動を実

施している横浜サンセット21LCの現場を

訪問。メンバーやその家族と共に、伊勢佐木

モール入口近くにおいて交通安全を呼び掛け

た。

　石田ガバナー一行は気持ちの良い汗をか

き、東奔西走の1日が終わった。お疲れ様で

した。
　取材・撮影：地区ニュース

アドバイザー　L中井　弘明

石田ガバナー一行
気持ちの良い汗をかいた
東奔西走の1日

●
横
須
賀
Ｌ
Ｃ

●
３
Ｒ
ー
１
Ｚ
合
同（
横
浜
保
土
ケ
谷
Ｌ
Ｃ
・
横
浜

旭
Ｌ
Ｃ
・
横
浜
た
ち
ば
な
Ｌ
Ｃ
）

●
横
浜
み
な
と
ー
馬
車
道
Ｌ
Ｃ

●
横
浜
サ
ン
セ
ッ
ト
21
Ｌ
Ｃ
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山北LC視察　　　　   9月30日

　山北LCの統一奉仕デーには、石田ガバナ

ーと倉田第1副ガバナーの2人が西丹沢中川

ロッヂを訪問し、地元みつまたの里づくり実

行委員会と一緒に活動しているミツマタの草

刈り作業奉仕を視察した。

横浜BayCityLC視察 10月7日

　石田ガバナー、森川第２副ガバナー、亀井

元地区ガバナーは横浜BayCityLCが毎年取

り組んでいる中区大通り公園の清掃奉仕の現

場に赴き激励した。

三浦LC視察　　　　    10月8日

　三浦LCは統一奉仕デーの翌週に、県立城ヶ

島公園の清掃活動を行った。石田ガバナーと

亀井元ガバナーは、この日、障がい者向けグ

ループホームあゆみの家の居住者やボランテ

ィアスタッフの協力を得て海洋プラスチック

ゴミなどの収集活動を実施しているところを

訪問。参加されている方たちに労いの言葉を

かけて励ました。

●
横
浜
Ｂ
ａ
ｙ
ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
Ｌ
Ｃ

●
山
北
Ｌ
Ｃ

●
三
浦
Ｌ
Ｃ
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　10月1日（日）、倉田雅史第1副地区ガ
バナーは、佐藤芳織地区GSTコーディネ
ーター、田代哲也6RC 、立山和也キャビ
ネット副幹事と共に、秦野LCの「 駅をみ
んなでピカピカ運動」の開催場所である秦
野駅を訪れた。
　朝7時、クラブメンバーと秦野市内の小
中学生を合わせ、100名を超える参加者で
溢れていた。倉田第1副ガバナーの激励と
感謝の言葉より始まり、通路のガム剥がし
や花壇の清掃など大規模な清掃活動を行っ
た。
　続いて向かった先は、秦野丹沢LCの水
無川沿岸の花壇の花の植え替え事業。年に
3回程植え替えをしているとのことで、散
歩やサイクリングの利用者の目を楽しませ
ているアクティビティであり、色とりどり
の新たなパンジーの植え替えを行った。
　次に向かう先は南足柄LCの草刈り清掃
事業。移動最中に雨が降り出し、会場に着
いた時には合羽を着ているメンバーもお
り、濡れた草を広範囲にわたり草刈り機を
使って作業した。
　その後、小田原LC 、小田原白梅LC 、
小田原松風LCを視察。小田原駅から御幸
の浜まで、3LCがそれぞれの持ち場で、湘
南ベルマーレフットサルクラブの力も借り
て清掃活動を行った。
　次に、8R-2Zの茅ケ崎海岸合同清掃活
動に向かった。既に多くのゴミを回収した
メンバーの姿があり、10月に入ったとい
うのに炎天下の作業であった。
　最後に向かった先は8R-1Zの藤沢市役
所周辺の合同清掃活動である。予定時刻を
大幅に遅れての到着だったが、多くのメン
バーが残ってくれており、倉田第1副ガバ
ナーが感謝の言葉を伝えた。
　今回、ゾーン単位での活動で大きくアピ
ールして奉仕活動を行っているところも多
く、とても良かった。
　倉田第1副ガバナーは挨拶の多くで、

「 アクティビティをするには人手が必要で
あり、ぜひ、会員増強をお願いしたい」と
伝えた。
　各クラブが『 We Serve』の精神で汗を
流した統一奉仕デーであった。
　取材・撮影：地区ニュース

委員　L髙杉　　昇

倉田雅史第１副地区
ガバナー巡察同行記
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　横浜中央卸売市場にあるハナミズキ
が植栽されている横浜金港LC50周年
記念花壇の草取りをしました。
　真夏の暑さもいくらか落ち着いてき
た9月27日（水）、メンバーは6時30
分から機械を使って下準備をし、9時
から横浜市立幸ヶ谷小学校3年生30
名も参加、土や草に触れながら楽しく
草刈りをしました。集めた雑草は15
袋。横浜市経済局中央卸売市場の職員
のご協力で処分していただきました。
　ハナミズキの花が満開に咲く頃に近
隣の方の癒しの場所となる花壇を小学
生・市の職員・メンバーみんなで一緒
に奉仕活動ができたことに感謝いたし
ます。

1R-1Z　横浜金港LC　L岩﨑　絹代

　7R-1Zの 平 塚 市 内3ク ラ ブ（平 塚
LC・平塚なでしこLC・平塚湘南LC）
は合同で、JR平塚駅周辺の清掃を行い
ました。
　地区からの実施日は10月1日（日）
でしたが、この日は平塚市内の各地区
でレクレーション大会が予定されてお
り、それに携わる地区役員もメンバー
に多く、日程を前倒しして9月30日

（土）に変更して開催。約40名のメン
バーで午前中、清掃作業を行いました。
　また、今回初めて終了後のランチを、
合同例会としてイタリアンレストラン
でノドを潤しながら歓談できました。  

7R-1ZC　L赤井　和憲

　 厚 木 さ つ きLCで は10月1日（日）
統一奉仕デーに、厚木市内のはとぽっ
ぽ公園内花壇にサツキ苗（赤）100本、

（白）30本の植樹活動を行いました。
　まだまだ残暑の残る中での草刈り、
ゴミ拾い、穴掘り、植樹等の重労働で
したが、クラブメンバー皆で協力し、
約2時間で作業を終えることができま
した。
　来年の春先には子どもたちの遊ぶ遊
具の周りで、紅白のきれいなサツキが
咲き誇ります。
　これからもさまざまな活動を通して、
地域の方々が笑顔になれる活動をして
いきたいと思います。
  7R-3Z　厚木さつきLC

環境保全PR情報委員長　L齋藤　正光
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　「 全くいつまで暑いのだろうね。これだけ暑いと余
計に疲れるね」。今年の夏は特に暑く、観測史上初の
記録が続いた。そんな中、9月30日（土）統一奉仕デ
ーのアクティビティとして、例年通り神木公園での除
草作業を実施した。
　今回は当該公園のある自治会と協力しての作業であ
る。我がクラブは、草刈り機等を各々持参し、夏の暑
さと最近の降雨により伸び放題となった雑草を、手慣
れた様子で刈ってゆく。自治会の参加者がそれを次々
にゴミ袋に収めてゆく。あっという間にパンパンに膨
らんだゴミ袋がうずたかく積まれてゆく。2時間もす
ると公園は見違えたように整備された。
　クラブのメンバーも自治会の参加者も蒸し暑い中で
はあったが、奉仕の精神で心地よい汗を流し、飛び切
りの笑顔で記念撮影に収まっていた。

5R-2Z　川崎富士見LC　幹事　L山田　博樹

　10月1日（日）に実施いたしました統一奉仕デー
は、例年通り横浜訓盲院にて園庭の草刈りや清掃活動
を行いました。
　横浜訓盲院は視覚・身体障がい児や家庭に事情のあ
る子どもたちを迎え入れ、学習や生活訓練などの自立
を支援する施設です。
　今年は特に雑草が生い茂っており、猛暑で見かける
ことのなかった虫たちが活発になる気候の中、虫刺さ
れにも負けずたくさんの雑草を刈ることができました。
　また、翌週執り行われる運動会に合わせてお菓子や
プリンなどを寄付いたしました。

1R-4Z　横浜みなとみらいLC　会長　L富永　佳紀

　10月1日（日）統一奉仕デーのアクティビティとし
て、秋葉神社境内の落ち葉清掃と整地を行いました。
　秋葉神社は当クラブが長年活動の場として、また駐
車場としてお借りしている場所で、地域住民の憩いの
場にもなっています。ただ、雨が降るとたくさんの水
たまりができるので、日頃の感謝を込めて落ち葉の清
掃と、ダンプ2台分の砂利を入れ整地をしました。
　参加メンバーの作業により敷地はきれいに整地され
ました。

10R-2Z　甲府東LC　会長　L天野　　一

　10月1日（日）甲府若葉LCではクラブ事務所の所
在地である甲府市石田地区の「 悠紀の里・第一公園」

（旧：南西第一公園）で草取り、ゴミ拾いなどの清掃
活動を行いました。家族会員も含め12名が参加し、
公園内のゴミ拾いと落ち葉などの収集や除草を行い、
約1時間の活動でゴミや雑草は45Lのゴミ袋20袋
以上にもなりました。
　公園は見違えるほどきれいになり、自治会の方にも
大変喜んでいただいた活動となりました。

10R-2Z　甲府若葉LC　幹事　L長田　　晃
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　横浜あおばLCは、10月1日（日）区役所、公会堂、
スポーツセンター、そして警察署、消防署等の青葉
区の中心施設が建ち並ぶR12号線に沿って流れる鶴
見川対岸の土手と、交差するR246号線より上流約
350m間の桜並木（センダイヤ種）の下草刈り作業を
行いました。
　当日の天気が心配されましたが、日頃の皆さんの行
い（?）にもかかわらず、何とか天候にだけは恵まれ、
順調に作業を進めることができました。
　当初、予想以上に雑草が伸び放題に伸び、作業に苦
労するかと思いましたが、存外、参加した皆さんの手
際の良さと、それぞれが持参してくれた草刈機の台数
もあり、順調に作業を進めることができました。
　皆さん、ありがとうございました。お疲れ様でした。
　3R-3Z　横浜あおばLC

地域美化委員長　L髙橋　　司

　相模原グリーンLCは10月21日（土）に統一奉仕
デーとして「ほかほかふれあいフェスタ2023」に参
加。今回はあじさい会館、けやき会館、ウェルネス広
場、ウェルネスさがみはらの4会場にて開催され、障
がい者の皆さんも、そうでない皆さんも多数参加して
いました。
　当日は天候にも恵まれ、模擬店、バザー、会場内の
ステージ等、数々の催し物に大勢の人が集まり、当ク
ラブは参加者の子どもたちにお土産のお菓子配布をし
ました。

8R-3Z　相模原グリーンLC　会長　L菱澤　進光

　当クラブの統一奉仕デーは、10月8日（日）横浜駅
西口ジョイナス前にて献血奉仕活動を行いました。3
連休中の横浜駅周辺はコロナ禍前の人出が戻り、大勢
の人が行きかう中、献血の受付も途切れることなく盛
況となり、受付数は66名でした。採血バスの他に検
査用のミニバスが導入されてスムースな流れとなりま
した。採血量は46名分となり17,200mlとの報告
でした。メンバーも採血に協力し貢献できたことはよ
かったです。

1R-2Z　横浜中央LC　会長　L坂尻　祐太 

　10月1日（日）、横浜戸塚LCでは統一奉仕デーと
して、JR戸塚駅西口と東口の駅前広場にて『 盲導犬
育成資金募金活動』を実施しました。ボーイスカウト
87団の皆様と共に10時から12時まで活動しまし
た。
　子どもたちの元気な呼び掛けに、活動に参加したメ
ンバーからも笑顔が溢れました。天候にも恵まれ、多
くの皆様から善意をいただき、55,258円の募金を

（公財）日本盲導犬協会へ全額寄付いたしました。
　今後もこの活動を継続していきたいと思います。

3R-4Z　横浜戸塚LC　会長　L桒原　禎樹
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　10月1日（日）夜明け前から降っていた雨がだんだ
ん小雨と変わり、集合時間の7時30分にはほとんど
止んだので、予定どおり甲府舞鶴城公園の集合場所に
メンバー10人が集合しました。メンバーの一人は毎
年軽トラックや清掃道具一式とゴミ袋を用意して参加
してくださり、頭が下がる思いです。公園南の橋近く
の場所は過去の奉仕デーにも清掃をしましたが、周辺
はきれいなのになぜかここだけは雑草やつる草が伸び
ていて手の焼ける場所です。今年はつる草対策に鎌を
準備し、気合を込めて作業開始しました。何かに取り
憑かれたかのように作業をするメンバーの姿を見て、
自分も頑張って作業しました。きれいになりました。
充実した時間でした。心の中で、健康でみんなと一緒
に奉仕活動ができることに感謝しました。活動後の朝
食での何気ない会話がとても楽しい時間でした。

10R-2Z　甲府南LC　幹事　L長田　　均

　横浜市磯子区にある障害者地域活動ホーム「はま作
業所」において、障がい者とご家族・職員・ライオン
ズメンバーとの交流として、バーベキュー・焼きそば・
ケーキ・ポップコーンを提供、最後に当クラブよりプ
レゼントを渡して閉会しました。今期で27年目とな
ります。横浜磯子LCメンバー13名、活動ホーム関
係者86名、計99名で盛況のうちに開催することが
できました。
　主要・継続アクティビティとして、新しいメンバー
はアクティビティの楽しさを実感し、参加の方たちか
らは「また来年も」と楽しみにされています。
　2R-3Z　横浜磯子LC

社会福祉委員長　L河本　考司

　10月7日（土）晴天のもと、統一奉仕デーとして塩
山LCと勝沼・大和LC合同で、盲導犬育成援助資金
募金活動を「かつぬまぶどうまつり」のメイン会場に
て実施しました。
　まだまだ盲導犬は不足しており、育成資金もほとん
ど寄付に頼っている状況です。今回も日本盲導犬総合
センター「 盲導犬の里 富士ハーネス」から、担当職員
の方にPR犬を連れてきていただきました。
　毎年「かつぬまぶどうまつり」に募金活動を実施し
ていましたが、コロナ事情により中止された時もあり
ました。今年は県内外から大勢の人が訪れて来ており、
にぎやかな中、PR犬のレトリバーを先頭に会場内を
回りながら募金活動をいたしました。大変たくさんの
募金をいただきましたが、特に子どもたちの協力が多
く、握りしめた1円、10円、100円を「おこずかい
から寄付します」と募金してくれて、本当に気持ちが
ありがたく感謝に尽きる活動でした。これからも大事
な奉仕活動を皆で楽しみながら継続してまいりたいと
思います。

11R-1Z　勝沼・大和LC　会長　L高嶋　信男
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　例会を振替にして10月22日（日）8時に集合し、
「 統一奉仕デー清掃活動」を行いました。
　クラブ事務所のある石田地区の悠遊館は月1回の
ペースで清掃活動をしていますが、今年の猛暑と秋の
イベント開催で雑草やゴミなどがいつもより多く、メ
ンバー総出で清掃を行いました。
　この日も悠遊館では地区のイベントが行われてお
り、奉仕活動中ののぼり旗とクラブジャンパーを着て
の活動で来館者にもアピールができました。イベント
の邪魔にならないよう1時間程度で終了しましたが、
多くのゴミ袋を回収しました。
10R-1Z　甲府シティLC　PR委員長　L平岩　　謙

　川崎巽LCは、10月7日（土）JR武蔵新城駅前で盲
導犬募金活動を行いました。
　4年ぶりの街頭活動にはメンバー5人と、関係者
らと一緒に盲導犬・クレバーくん2才も参加し、「 盲
導犬の育成にご協力ください」と募金を呼び掛けまし
た。集まった募金71,613円は（公財）日本盲導犬協
会へ全額寄付をさせていただきました。
　多くの方にご協力いただき、新城の人の温かさを感
じました。今後も地元の役に立てるように奉仕活動を
行っていきたいと思います。

5R-1Z　川崎巽LC　会長　L池上　　仁

　横須賀東LCの統一奉仕デーは、まだまだ暑い10
月1日の日曜日に、久里浜海岸清掃を行いました。毎
年この日は9月に開催された児童球技大会の優勝チ
ームが参加します。今年も選手29名と監督・コーチ・
保護者の20名の皆様と一緒に全長約1kmの海岸を
清掃して歩きました。子どもたちは元気に動きまわり、
ゴミ袋にたくさんのゴミが集まっていくのを笑顔で喜
んでいました。協力していただいた皆様にゴミの数よ
りも多くの良いことが訪れますように。

9R-1Z  横須賀東LC   社会奉仕委員長   L杉山　康弘

　10月1日（日）10時～12時（10月例会振替）
　当クラブは統一奉仕デーの継続活動として磯子区内
の公園美化清掃を実施しております。今年も磯子プロ
ムナード、遊歩道の一部、磯子区地域ケアプラザ周辺
の美化清掃を実施いたしました。
　作業は地下から汲み上げられた湧水が流れている小
川の落葉の引き上げ、植え込みの中、ベンチ下に溜ま
った落葉､ゴミ、舗装の継ぎ目から生え出た雑草除去
等。遊歩道は日曜日で思ったより人通りも少なく、ま
た日頃の管理が行き届いており、とてもきれいでした
が、今後利用される方々がひと時の安らぎと癒しを得
られるよう「よりきれい!」を目指し作業に専念いたし
ました。作業終了後10月例会場へ!参加の皆様あり
がとうございます。お疲れ様でした!

2R-3Z　横浜磯子西LC　会長　L井上　麻世
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　横浜港南台LCでは、10月1日（日）に地元である
JR港南台駅周辺の清掃活動を行いました。当日は秋
晴れの中、激励のために福本行雄2R-1ZCも参加し
てくださり、メンバーと共に汗を流してくださいまし
た。
　地元住民の方たちの意識も向上され、路上、植え込
みの中のゴミを探すメンバーですが、捨てられている
ゴミの量も年々減ってきておりました。清掃活動が実
を結んできているのだと実感できました。今後は地域
の方々と協力して、より一層きれいな街・港南台にし
ていこうと考えています。

2R-1Z　横浜港南台LC　幹事　L田中　照康

　今年度の統一奉仕デーは9月23日（日）に相模大
野コリドー通りにて献血活動を行いました。
　出席メンバー6名。街頭にてプラカードを持ち協力
をお願いしました。今年度も感染症拡大の予防としま
して、大声での呼び掛けはなるべく控え、ポケットテ
ィッシュを配布しながら呼び掛けをさせていただきま
した。
　天候にも恵まれ、献血協力に多くの方がお越しく
ださいました。受付数は58名（不適数:15名、採
血 数:43名）で、 合 計16,600ml（200ml×3名、
400ml×40名）との採血結果報告がありました。

8R-3Z　相模原けやきLC　会長　L髙橋　大樹

　 鎌 倉LCは10月8日（日）JR鎌 倉 駅 前 に お い て
「 盲導犬育成募金活動」を行った。池田誠吾会長の下、
鎌倉LCのメンバー6名、鎌倉少年野球団から30名、
日本盲導犬協会の方2名、盲導犬ユーザーの板嶋様と
盲導犬ペス2才が参加した。募金に先立ち、子どもた
ちは協会の方のお話で盲導犬の必要性と育成の困難性
に関して学んだ。
　観光客でにぎわう駅前で献金を呼び掛ける活動が始
まると、私たちLCメンバーの声を飛び越えて少年た
ちの声が響き渡った。1日で149,100円の善意の金
額が集まり、全額（公財）日本盲導犬協会に寄付され
た。
　コロナ禍で4年ぶりのアクティビティとなったた
め、仲間と共に活動できたことが喜びを一層大きなも
のにした。さらに少年野球団が若いエネルギーの輝き
を献金者や私たち鎌倉LCの仲間たちにも降り注いで
くれたことが心に残った。少年野球団がこんな形で協
力してくれたことでもう一つ感動した1日だった。

『 We Serve!Roar!』
　9R-2Z　鎌倉LC

社会福祉委員長　L金子エスター聖美

　横浜みなとマリンLCでは、統一奉仕デーは1週間
遅れの10月7日（土）に大通り公園水の広場からス
タートして周辺の沿道のゴミ拾いを実施しました。そ
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の前に、9月30日（土）に沖縄遠征でうるま市津堅島
（つけんじま）に出向き、私設公園の花木伐採など、3
ライオンズクラブのメンバーと知人友人で行いまし
た。
　毎年「 大通り公園水の広場愛護会」の協力でクリー
ンアップを実施していますが、横浜市中区長者町の通
り沿いを中心に、小さいお子さん、中学生から70代
まで、聴覚障がい者2名を含めて皆さんと楽しくクリ
ーンアップを行いました。
　「 大通り公園水の広場愛護会」の皆様には毎年お世
話になっており、寄付金を贈呈させていただきました。
終了後は、ランチカラオケ懇親会を行い解散しました。
　1R-4Z　横浜みなとマリンLC　会長　L笠原　光子

　10月1日（日）の統一奉仕デーは、秋晴れの空の下、 
小田原市長・守屋輝彦様をお迎えし、小田原駅東口ぺ
デストリアンデッキの花飾りスポンサー継続と小田原
お堀端通りの清掃活動を行いました。
　小田原三の丸ホール前では倉田雅史第1副地区ガ
バナー、田代哲也6RCがお見えになり、小田原3LC

（小田原LC 、小田原白梅LC 、小田原松風LC）、湘南
ベルマーレ選手の皆様と写真撮影を行いました。
　6R-1Z　小田原松風LC

LT・出席、会員会則・PR情報委員長　L武田　　隆

　10月1日（日）10時より、統一奉仕デーの活動と
して藤沢市の路上清掃を行いました。
　8R-1Z（藤沢LC・藤沢湘南LC・藤沢中央LC・藤
沢ライフLC・藤沢アクティLC）の藤沢市を拠点とす
る5クラブ約30名が集結し、藤沢市民会館、奥田公
園、境川周辺を中心に、晴天の中充実した活動が行え
たように思います。同じ市内のクラブが集まる活動と
して貴重な時間となりました。
　今後もこのような機会を通し、横の交流を深めなが
らより良い活動を行っていきたいと考えております。

8R-1Z　藤沢LC　L村冨賢太郎

　猛暑の夏が去り、ようやく爽やかな秋晴れの中、
10月7日（土）に横浜BayCityLCは毎年取り組んで
いる「 中区大通り公園」の清掃を行いました。
石田真一地区ガバナー、森川吉孝第2副地区ガバナ
ー、亀井真司元地区ガバナーが激励に駆けつけられ、
参加者30名（メンバーとメンバーの会社関係）に労
いの挨拶がありました。　
　清掃範囲は関内駅から阪東橋までの2.7kmで、例
年になく空き缶を多く収集しました。また、自転車の
チャイルドシートが公園内に捨ててあったのにはびっ
くりしました。
　久しぶりに参加者のいい汗、いい笑顔が見られまし
た。

1R-3Z　横浜BayCityLC　会長　L足立　和夫
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　10月5日（木）伊豆大島LCは、統一奉仕デー奉仕
活動として、大島町メモリアル公園エントランス花壇
の除草と元町墓地霊園ロータリーの植栽帯の整備を行
いました。
　今年は、平成25年伊豆大島土砂災害から10年の
節目となることから、春のアクティビティとして、大
島町メモリアル公園エントランス花壇に保育園の園児
とともに花の植栽を実施しました。
　10月16日（月）には、本公園で追悼式が挙行され
ます。エントランスにきれいに咲いている花々で訪れ
る方々を迎え入れ、犠牲になられた方々に思いをはせ
ていただければと願っています。
　公園から元町霊園に移動し、入り口のシンボルとな
っているロータリーの植樹帯のツツジ剪定、除草、清
掃を行いました。密集したツツジの植え込みの中に入
り枝の剪定をするのは、毎回大変な作業ですが、地域
の方々に気持ちよくお参りいただけるよう今後も取り
組んでいきます。

6R-1Z　伊豆大島LC　会長　L橋本慎一郎

　秦野LCでは毎年、早朝7時に集合し秦野駅周辺の
清掃を行っている。
　この清掃には毎回たくさんの小中学生も参加してく
れる。今年は91名の児童生徒が参加し総勢149名
での作業だ。
　各々が軍手、箒などを手に取り作業をしていく。今
年の夏は暑かったせいか、ペデストリアンデッキの花
壇に生えた雑草はかなり成長していた。約1時間の掃
除を終え解散となった。
　子どもたちと一緒に活動することによりライオンズ
クラブを知ってもらい、そして、将来入会希望者が出
たらうれしく思う。

取材・撮影：地区ニュース　副委員長　L田村　　博

撮影（集合写真）：　　　〃　　　委員　L髙杉　　昇

　上野原LC（村松滝夫会長）は、10月1日（日）に統
一奉仕デーを迎え、9時15分より2時間ほど地元の
ガールスカウト、金融機関のボランティアとともに桂
川周辺の清掃活動を行った。
　ライオンズメンバー13名を含む28名の参加であ
った。湿度が高い天気で参加者は汗をかきながら空き
缶やゴミを拾い、川の出入り口周辺の草を取った。メ
ンバーの一人はライオンのコスプレをして場を楽しく
盛り上げてくれた。
　今期設立60周年を迎える上野原LCにとって例年
より力の入ったアクティビティのように感じた。

11R-3Z　上野原LC　L車　　淳泰

　10月1日（日）統一奉仕デーに、海老名飛鳥LCは
15周年記念事業で海老名市に寄贈した「 季節の香
園」の清掃と植木の手入れを行いました。
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　当日は天候に恵まれメンバー19名が参加し、整備
作業に汗を流しました。
この施設は、海老名市中央公園の一部に海老名市から
許可を受け、四季を通して香りを感じていただける
木々を植樹し、「 季節の香園」として皆様に緑と香り
を楽しんでいただいています。
　これからも地域に貢献できるようメンバー一同、力
を合わせ頑張っていきます。

7R-3Z　海老名飛鳥LC　幹事　L佐々木洋二

　涼やかな秋空の下、10月1日（日）9時より11R-
2Zの4クラブ（富士吉田LC・河口湖LC・富士吉田
中央LC・山梨富士さくらLC）合同による統一奉仕が
行われた。今回の奉仕活動は、富士吉田市役所から月
江寺駅までの市道中央通り線周辺のゴミ拾い活動だ。
総勢38名を6班に分け、6ブロックを1時間半にわ
たり分担してゴミ拾いを行った。
　見た目はゴミが落ちてないように見えたが、煙草の
吸い殻や紙くず、空き缶等、相当数のゴミが集められ
た。また、地元商店の方々も店前を掃除していたこ
ともあり、「ご苦労様です。どちらの団体の方ですか
?」と声を掛けられたり、心が弾むゴミ拾いとなった。
10時30分に富士吉田市役所前に再度集合し、11R-
2Z合同の統一奉仕は終わりとなった。

11R-2Z　富士吉田LC　幹事　L栗原　宏展

●日時:10月8日（日）
●集合:9時30分～11時30分
●場所:城ヶ島ハイキングコースおよび城ケ島海岸
　県立城ヶ島公園からスタートして、城ケ島海岸線を
総勢65名で清掃を実施しました。
　当日は、石田真一地区ガバナー、亀井真司元地区ガ
バナー、服部忠男9RC 、大竹 良9RS 、あゆみの家（障
がい者グループホーム）のメンバーにも参加していた
だきました。
　海から流れ着いたペットボトル・プラスチック・瓶
等のゴミが多く、約150kgのゴミを回収できました。
清掃後、精神障がい者の就労や生活支援に取り組む就
労継続支援B型事業所NPO法人ぴあ三浦が運営する

「 カフェ ブルーシーズ」で購入したマグロカツバーガ
ーを全員にお渡ししました。
　後日、あゆみの家の参加者の保護者から、社会奉仕
活動に参加させていただいたことに対する感謝の言葉
をいただきました。社会の一員として貢献できたこと
があゆみの家の方 （々ご家族・ご本人）にとって誇ら
しく、活動できた時間を喜んでおりました。
　地域の方と協力し合い、奉仕活動をする大切さを改
めて感じることができました。

9R-2Z　三浦LC　会長　　  　L石橋　昭仁

社会福祉及び青少年育成委員長　L蛭田　　晃

L井口　祐依
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相模原LC×相模原アーチLC 合同奉仕でクラブ交流!

　10月1日（日）の統一奉仕デーは相模原LCと合同
で、相模原市役所まわり（桜通り）清掃活動とスポン
サークラブである相模原シティLCが寄贈した薬物乱
用防止看板の清掃（相模原警察署）を行いました。
　相模原アーチLC は結成当初からクラブテーマとし
て『 交流』を掲げています。相模原LCも共感くださ
り今回2クラブ合同で行うことになりました。
　清掃活動を行いながら、各クラブの話題やあんな時
こんな時などライオンズの話題に花を咲かせ楽しく清
掃活動ができました。
　主に歩道や側道を中心に清掃活動を行いましたが、
街路樹の奥に捨ててある缶やペットボトル、はたまた
靴や車の部品までいろいろな物が出てきて驚きまし
た。歩道などで多く目立ったのは紙くずや吸い殻です。
　清掃をしていて気づきましたが、お花を植えてある
箇所には一切ゴミがありません。数カ所に花が植えて
あり、そのすべての箇所にゴミは見当たりませんでし
た。他クラブで植栽アクティビティを行っていること
はこのようにつながると皆で納得。各種アクティビテ
ィの意味の深さ、与える力は実際に体験しないとわか
らないことが学べました。
　共同でのアクティビティは今後も続けていきます。
21日（土）に行われた相模原LC主催の統一奉仕活動
には相模原アーチLCも参加しました。

8R-3Z　相模原アーチLC　幹事　L舘野　浩二

　10月21日（土）に相模原アーチLCと合同で、小
田急線相模大野駅にて盲導犬育成基金募金活動を実施
いたしました。当日は好天に恵まれ、今回はコロナ以
来久しぶりのPR犬の応援もありました。
　盲導犬はハーネス着用の場合はお仕事中なので触れ
ることができず、今回から募金活動中もハーネスをつ
けたままのため、道行く方々もつい触れてしまいそう
になりその都度その旨ご説明いたしました。
　盲導犬協会の方針で「 盲導犬がお仕事中（ハーネス
着用）の場合、触れることはできない」ことを多くの
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〒210-0863 川崎市川崎区夜光一丁目7番9号 塩浜ビル301
E-mail：ishida@kensho-inc.co.jp　TEL.044-270-2275　FAX.044-270-2276

建設業許可　神奈川県知事許可（般-29）第78859号

建築・土木一式総合建設業

石　田　真　一取締役会長 （川崎臨海ライオンズクラブ所属）

株式会社  建　匠

方に周知したいとのことでした。
　今回は相模原アーチLCとの合同アクティビティと
なり、活気のある一日となりました。

8R-3Z　相模原LC　会 長　L渡邉　真人

　10月1日（日）、前期に引き続き、今期も観音崎公
園の海浜地域を横須賀市の少年サッカーチーム全24
チーム総員468名に、今年からは米海軍第七艦隊の
ボランティアチームの30名も参加し、クラブメンバ
ーと合わせて、総勢523名で清掃活動を行いました。
　同公園は、神奈川県立都市公園に指定され、明治2
年に日本で初めて点灯した洋式灯台を有する歴史ある
公園です。横須賀市民はもとより、県内外からの観光
客で賑わいます。
　当日は、亀井真司元地区ガバナーの声掛けにより、
朝一番から石田真一地区ガバナー、森川吉孝第2副地
区ガバナー、出川渓二キャビネット幹事、谷井弘樹キ
ャビネット会計、服部忠男9RCにも駆けつけていた
だき、各位より参加者に対しお礼のお言葉をいただき、
素晴らしい奉仕事業のスタートを切ることができまし
た。今期60周年の最高なアクティビティを納めるこ
とができました。

9R-1Z　横須賀LC　事業奉仕委員長　L渡邉　　弘

　10月9日（月・祝）、統一奉仕デーの一環として、横
浜みなとみらい桜木町駅前広場において、献血活動を
実施した。あいにくの冷たい雨の中、声高に通行人に
献血協力を呼び掛け、ライオンズ奉仕活動を披露した。
　期せずして、1Zの横浜ふじLC 、福本行雄2R-1ZC
が所属する横浜リバティLC 、3Zの横浜サンセット
21LCから合同アクティビティの申し出を受け、横浜
桜美林LCを加えた4クラブの合同奉仕となった。
　おかげで、悪天候にもかかわらず成果を上げること
ができた。加えて、5人の子どもたちの積極的な参加
は意義深い。今回の活動は、単一クラブでのアクティ
ビティが難しくなってきている現状を垣間見た思いで
あった。

2R-3Z　横浜桜美林LC　L田中ひろ子
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山北町中川地区中川両岸ミツマタの下草刈りと植樹
　今期は地域の都合により統一奉仕デーを9月30日

（土）に実施しました。山北町中川地区にメンバー16
名・みつまたの里づくり実行委員会より4名が集合
し、過去に植栽したミツマタの下草刈りと、苗木50
本を植樹しました。
　また早朝より、石田真一地区ガバナーと倉田雅史第
1副地区ガバナーが激励に来てくださり、メンバー・
地域の方々と一緒にミツマタの植樹を行いました。台
風で流されないことを祈り、来年も春先に小さな花が
球状に集まり蝋細工のようにみえる花を咲かせてくれ
ることを楽しみにしています。

6R-2Z　山北LC　環境保全委員長　L池谷　仁宏

　10月7日（土）8時集合し、毎年恒例のカーブミラ
ー清掃を行った。
　町役場より提供いただいた、『 カーブミラー配置図』
を参考に、メンバー提供の軽トラ3台で、ＪＲ二宮駅
周辺を3方向に分かれて実施した。
　昨年は実施できなかったので、２年分の汚れが拭き
取られ、見通しも良くなり、ひとまず安心・安全・心
晴れ晴れ。

7R-2Z　二宮ＬＣ　会長　L杉崎　一夫

　10月1日（日）竜王LCは早朝より地元の山縣神社
にて神社の美しさを保つため、境内や周辺エリアの清
掃活動に取り組みました。参加者は和気あいあいとし
た雰囲気の中、協力しながら枝や落ち葉、ゴミを集め、
神社の建物や石畳を丁寧に掃除しました。
　清掃活動を通じて、神社の美しさを保つことの重要
性を再確認しました。清潔な環境は信仰心を高め、訪
れる人々に安らぎと感動を与えます。また、メンバー
のコミュニケーションも深まり奉仕活動の達成感を感
じることができました。

10R-1Z　竜王LC　会長　L輿石　逸朗

　エコキャップ運動を発足した当時は、「 リサイクル
の促進」「 CO₂の削減」「 売却益で発展途上国の医療
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回数 年 個数 ワクチンを購入するのに必要なペットボトルの数ワクチンを購入するのに必要なペットボトルの数

第 1回 2008 年 33,844 ワクチンワクチン 円（約）円（約） キャップ数キャップ数

第 2回 2009 年 32,800 ポリオ（小児マヒ）ポリオ（小児マヒ） 2020 500500

第 3回 2010 年 75,416 ＭＭＲＭＭＲ 150150 3,8003,800

第 4回 2011 年 62,000 ＤＰＴ（百日咳）ＤＰＴ（百日咳） 2020 500500

第 5回 2012 年 86,200 はしかはしか 7070 1,8001,800

第 6回 2013 年 87,200 ＢＣＧ（結核）ＢＣＧ（結核） 2020 500500

第 7回 2014 年 89,600

第 8回 2015 年 149,600 第 16 回　エコキャップ収集　132,000 個第 16回　エコキャップ収集　132,000 個

第 9回 2016 年 94,400 ワクチン 換算 換算

第 10回 2017 年 133,600 ポリオ（小児マヒ） 6,600 円 330 人

第 11回 2018 年 102,800 ＭＭＲＭＭＲ 880 円 5.8 人

第 12回 2019 年 82,800 ＤＰＴ（百日咳）ＤＰＴ（百日咳） 6,600 円 330 人

第 13回 2020 年 76,400 はしかはしか 1,885 円 26.9 人

第 14回 2021 年 70,800 ＢＣＧ（結核）ＢＣＧ（結核） 6,600 円 330 人

第 15回 2022 年 108,800

第 16 回第 16回 2023 年 132,000132,000

支援」の3つを目的としていましたが、リサイクルの
過程で雇用創出ができることがわかり、現在は「 障が
い者・高齢者の雇用促進」を加えた4つの目的になり
ました。
　再資源化することで地球環境保全に寄与するととも
に、発展途上国の子どもたちにワクチンを贈るという
理念の下、1年間にわたり地域の皆様の協力を得てエ
コキャップを収集しています。
　メンバーが収集したエコキャップは、毎年、10月
第1日曜日の統一奉仕デーに「 エコキャップ収集」活
動を実施していましたが、今年は10月1日（日）に
行えないので、統一奉仕デーを1週間前倒しにして行
いました。
　9月24日（日）10時30分からメンバーの川口邸
の庭で、第16回「 エコキャップ収集」を実施いたし
ました。多くの方々からエコキャップを提供していた
だき大変感謝しております。提供していただく中で一
部エコキャップ以外の物が混入していることが時々あ
り、メンバーによりキャップ以外の物を取り除く作業
をします。
　当日は14名のメンバーにお手伝いをいただき、今
回もたくさん収集できました。今後も継続していきま
す。

3R-3Z　横浜みどりLC　会長　L古澤　昌之

幹事　L難波　優司
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　10月10日（火）石田真一地区ガバナーは、神奈川県庁
に毎年恒例の神奈川県知事・黒岩祐治様に対する表敬訪問
を行なった。同行者には、倉田雅史第１副地区ガバナー、
森川吉孝第２副地区ガバナー、出川渓二キャビネット幹事、
谷井弘樹キャビネット会計、西村くにこLが参加した。
　まず石田ガバナーから今期の地区運営の活動方針と、ガ
バナーテーマ『 情熱と真心』～明るく！楽しく！元気よ
く！～ について説明があり、主に前期から引き続き取り組
んでいるSDGsへの取り組みや観光活性化などについて意

見交換が行われた。
　県が掲げる観光活性化政策について、黒岩知事は「 ポス
トコロナ時代を見越したインバウンド観光政策の強化とし
て、新たな観光の核の認定地域を拠点にさらなる地域活性
化をしていく」と語り、地域に根差した活動を展開するラ
イオンズクラブに協力を求めた。県知事は公務時間がタイ
トなため短い時間であったが、会談は和やかに進み有意義
な表敬訪問となった。

取材・撮影：地区ニュース　委員長　L石井　光一

春カルッツ川崎で行われる地区年次大会へのご臨席を福田
市長に要請された。
　福田市長は川崎地区から選出された石田ガバナーに対し
て「こんな名誉なことはない、ありがたい」と謝意を述べ、
短い時間ではあったが石田ガバナーたちと穏やかに歓談さ
れた。
　最後に石田ガバナー期のバッジとネクタイをお渡しし、
記念撮影をして一行は市長室を辞した。

　取材・撮影：地区ニュース　アドバイザー　L近野　照彦

　10月3日（火）石田真一地区ガバナーは、倉田雅史第1
副地区ガバナー、山本直正元地区ガバナー、出川渓二キャ
ビネット幹事、谷井弘樹キャビネット会計と共に川崎市長・
福田紀彦様を表敬訪問し、今期ガバナー就任のご挨拶とラ
イオンズクラブの活動に対するご協力をお願いした。
　石田ガバナーは今期の地区運営の活動方針と、ガバナー
テーマ『 情熱と真心』～明るく！楽しく！元気よく！～に
ついて話され、任期中に開催されるイングリッシュ・スピ
ーチ・コンテストや稚魚の放流などの活動内容を説明、来

神奈川県知事 黒岩祐治様を表敬訪問

川崎市長 福田紀彦様を表敬訪問
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　10月25日（水）に関内ホール小ホールにて蛯谷 徹薬物
乱用防止・青少年健全育成・クエスト副委員長の司会進行で
定刻通り13時30分に開講した。
　橋本信行同副委員長の開会挨拶、来賓紹介の後で石田真一
地区ガバナーが「 違法薬物は日に日に変わっています。毎年
新しい情報を受け取っていただき新しい情報で生徒の皆さん
に教えていただければと思います。そのことで本人だけでは
なく家庭、地域社会、国家が助かります。違法薬物で日本を
潰さないため力を貸してください」と挨拶された。
　続いて谷川 亘同委員長より「 330-B地区の中に公立の学
校が1,600校あります。ライオンズクラブで教室を開催し
たのは25%くらいです。ただライオンズクラブが行う教室
が一番子どもたちにとってためになっていると思いますし、
これからもそうだと信じています。今日の講座は通常と若干
違っています。実践的なやり方を2つご披露します。講座を
聴いていただいた方はすぐにできるような講座になっていま
すので最後まで真剣にお聴きいただきたいと思います」との
挨拶があった。次に橋本副委員長より資料の説明があり講座
が開始された。
　講座は（公財）麻薬・覚せい剤乱用防止センター・企画部
長の加藤康樹様より「 昨年までは後援に内閣府が入ってい
ましたが今年からこども家庭庁が新設されましたので、そ
ちらに移管され後援に入っています。国連支援募金が今年
で30年を迎えました。薬物犯罪事務所（UNODC）を通じ
て開発途上国の薬物乱用防止のプロジェクトに役立てられ
ています。この節目として毎年3月に開催される国連麻薬
委員会に日本から出席しました。その際に寄せられた総理
大臣のメッセージです。イベント用ではありますが日本の
総理大臣がどう考えているかがわかります。それを皆様と
共有させていただき講座のスタートとさせていただきます。
続いて、子どもたちに見せる9月にできたばかりの最新版
の啓発動画を見ていただきます」と説明があり、内閣総理
大臣メッセージ『 日本の薬物乱用防止活動について』国連
麻薬委員会第66回期サイドイベントに寄せて、啓発動画視
聴講座（DVD）『 Think about drugs～私たちの選択から』
の視聴を行った。
　その後下記の専門講座が行われた。

【 専門講座 】　「 行政事情　薬物犯罪等の現状」

　神奈川県警察本部刑事部組織犯罪対策本部薬物銃器対策課
伝承館　志水佳比古様

◦薬物乱用防止に関する一般的な事項について
◦薬物乱用防止・各種犯罪に手を出さないために大事な心構え
◦良識ある社会生活を送るために大事な心構え

【 専門講座 】　「 薬物乱用防止対策について」
　神奈川県健康医療局生活衛生部薬務課　　　小井澤敬太様
◦最近の薬物情勢
　大麻の乱用、市販薬の過剰摂取（オーバードーズ）
◦神奈川県薬物乱用防止対策実施要項について
◦令和5年度薬物乱用防止活動の実施状況
　専門講座のどちらの講座でも、若年層の大麻の乱用につい
ては大きな問題として取り上げられた。また、原因としてコ
ロナ禍における薬物乱用防止教室の減少があるのではないか
とのことで開催を要請されていた。
　休憩後、実践講座の前に谷川委員長から「 薬物乱用防止教
室には2通りのやり方があります。一つは一人の講師が体育
館などでDVD視聴の後で講座を行う。もう一つは各教室の
グループ単位で話しをさせる。本日は当委員会のエキスパー
トにやってもらうのでご覧ください」とのことで実践講座が
開催された。
①パワーポイントを使う薬物乱用防止教室

小池和子同アドバイザー
　大麻の危険性について、海外で合法な国があるが日本では
違法、市販薬の過剰接種について、薬物で侵された脳は完全
には戻らない
②グループワークで行う薬物乱用防止教室 吉田正利同委員
　教室の進め方、グループ討議型授業での注意点、ワークシ
ョップ、これからの取り組み、まとめ
　その後「 講座のまとめとセンターからのお知らせ」として
加藤部長より手引き、冊子、法改正などの説明、講座開催要
請などがあり講座が終了した。
　閉講式では倉田雅史第1副地区ガバナーから「 今日は改め
て講座を受講して、これは本当にいいアクティビティだと思
います。まだ開催したことのない方は自分で講師になって多
くの学校に奉仕活動として広めていただきたいと思います」
と閉会の挨拶をされた。

　取材・撮影：地区ニュース　副委員長　L野田　　覚

薬物乱用防止教育
認定講師養成講座開催

●講座風景（山梨開催：山梨県立図書館にて）

●主催：ライオンズクラブ国際協会330-B地区
　　　　（公財）麻薬・覚せい剤乱用防止センター
●後援：厚生労働省・警察庁・文部科学省・こども家庭庁

　今年も薬物乱用防止教育認定講師養成講座が
神奈川県と山梨県の２箇所で開催された。神奈川
開催は10月25日（水）に関内ホールの小ホールに
て、山梨開催は11月7日（火）に山梨県立図書館
で行われた。以下、神奈川開催の模様を紹介する。
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地区ガバナー、出川渓二キャビネッ
ト幹事、櫻井貴裕地区LCIFコーディ
ネーター、平賀新也LCIF委員長･副
コーディネーター、大会スタッフ等
が参加のメンバーを迎え、コンペ参
加のお礼と寄付をお願いした。
　ゴルフプレーは、雨、風、気温でス
コアーは左右される。天気予報は朝
７時30分気温8度、13時30分12
度、曇り時々晴れと予想されている。

　11月13日(月) 、50年の歴史を
誇る自然を生かした戦略性に富んだ
湘南のゴルフコース、芙蓉カントリ
ー倶楽部に80数名のメンバーが参集
し、第1回LCIFチャリティーゴルフ
コンペが開催された。
　早朝からクラブハウスのエントラ
ンスで、石田真一地区ガバナー、倉
田雅史第1副地区ガバナー、森川吉
孝第２副地区ガバナー、亀井真司元

　遠路、山梨から石原英司LCIFサブ
エリアリーダー（MD330･333）、小
松英一キャビネット運営委員長、名
執文雄会計監査等も参加された。
　競技は18ホールのストロークプレ
イ、オール６インチ、パットワング
リップOK 、 新ペリア方式、ローカル
ルールで行われ、楽しそうに和気あ
いあいとした雰囲気でスタート。肌
寒いコンディションの中、4名のメン

11月13日（月）　芙蓉カントリー倶楽部

LC I FチャリティーLC I Fチャリティー
ゴルフコンペ開 催ゴルフコンペ開 催
LC I FチャリティーLC I Fチャリティー
ゴルフコンペ開 催ゴルフコンペ開 催
LC I Fチャリティー
ゴルフコンペ開 催
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バーがグロス70台で回った。
　表彰式はコロナウイルス感染予防
のため行わず、後日入賞したメンバー
に登録費から各々の受賞者名でLCIF
へ送金される。
　取材・撮影：地区ニュース

アドバイザー　L中井　弘明

【 上位入賞者　獲得寄付金額 】
全体優勝及び男性優勝 名　執　文　雄L 甲府LC ＄1,000

女性優勝及びドラコン賞 青　木　優美子L 厚木マルベリーLC ＄570
全体準優勝及びベスグロ賞 横　尾　厚　志L 横浜東戸塚LC ＄400

全体3位 齋　間　紀　博L 平塚なでしこLC ＄200
７位及びドラコン賞 小　玉　智　武L 小田原白梅LC ＄140

【 LCIFチャリティーコンペ個人成績 】
順位 参加者氏名 OUT IN GROSS HDCP NET GROSS順位
1 名　執　文　雄L 38 41 79 11.2 67.8 4
2 横　尾　厚　志L 36 36 72 4 68.0 1
3 齋　間　紀　博L 42 44 86 17.2 68.8 12
4 高　橋　和　浩L 39 38 77 7.6 69.4 3
5 鄭　　　富　勇L 39 50 89 19.6 69.4 15
6 高　橋　精　彦L 41 42 83 13.6 69.4 7
7 小　玉　智　武L 37 39 76 6.4 69.6 2
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　10月22日（日）11時 よ り「 勝 沼
ぶどうの丘」にて、CN60周年記念
式典を開催させていただきました。
衆議院議員・堀内詔子様、甲州市長・
鈴木幹夫様、石田真一地区ガバナー
をはじめとする関係役員の皆様、ス
ポンサークラブの塩山LCの皆様、そ
して、各クラブより大勢の皆様にご
臨席いただきました。
　開式にあたっては、CNメンバーの
萩原 光実行委員長が開式のゴングを
高らかに鳴り響かせました。
　60周年記念アクティビティとして
◦甲斐大和駅へ時計（２台）　　  寄贈
◦甲州市役所勝沼支所へ時計　   寄贈
◦甲州市教育委員会教育活動資金

金一封
◦公園および停留所ベンチ10基寄贈
◦盲導犬育成資金　　　　　　金一封

ました。以来、地域に密着した社会奉
仕活動をメンバー皆で協力し合い、楽
しく仲良く活動を推進しております。
　歴代会長、メンバーの努力により
多大な功績と良き伝統を守りながら
も、次の70周年に向けてメンバー全
員が力を合わせて前進してまいりま
しょうと誓い合い閉式となりました。
　11R-1Z　勝沼･大和LC

会長　L高嶋　信男

◦（公財）山梨県アイバンク　  金一封
◦（公財）山梨県臓器移植推進財団

金一封
◦菱山甚六桜管理委員会　　　金一封
◦勝沼CATV（株）広報活動資金金一封
を実施、萩原委員長より目録贈呈い
たしました。　
　勝沼・大和LCは、1964 年1月19
日、塩山LCのスポンサーにより山梨
県で10 番目のクラブとして結成され

CN60周年記念式典開催CN60周年記念式典開催
勝沼・大和ライオンズクラブ60

th

●堀内詔子衆議院議員
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　11月11日(土)レンブラントホテ
ル海老名にて、綾瀬LC結成50周年
記念式典を開催させていただきまし
た。綾瀬市長・古塩政由様をはじめ
とする綾瀬市行政関係者の皆様、石
田真一地区ガバナーをはじめ330-B
地区の役員の皆様や各地域のライオ
ンの皆様にご臨席賜り120名の規模
で開催できましたこと、心より感謝
申し上げます。
　11月開催は少し早すぎるとのご意
見もあり、どうなることかと心配を
していましたが、100%出席してく
れたメンバーの頑張りとご参加の皆
様のご協力で最高の式典が開催でき
ました。
　1年前の10月25日の理事会から

をいたします。この先の会員減少を
考え、市内3団体合同での寄贈を考
えています。各団体の得意な奉仕活
動が共同で行える未来を想像し期待
をして設置いたします。こちらは来
年の2月完成を目標に進めていきま
す。完成しましたらこちらもご覧い
ただければと思います。
　綾瀬LCを結成いただいた先輩ライ
オンの皆様に敬意を表し、培ってい
ただいた歴史と伝統と誇りを継承し
て、メンバー一丸となってさらなる
発展につなげていきます。
　記事：8R-2Z　綾瀬LC

会長　L佐谷　欣一

　撮影：地区ニュース

委員　L渡辺　博士

50周年実行委員会を立ち上げ、菅原
悌三実行委員長のもと、良い式典に
するために協議を重ねました。
　無駄を省いてシンプルにする。そ
れでいてしっかりと伝える。このよ
うな意見で試みたのが垂直幕をスク
リーンに投影することや、記念誌の
内容を簡素化して映像でお伝えする。
そして、その映像をYouTubeに配信
して、いつでも見られるようにする、
等にチャレンジをいたしました。時
代に合わせた変化や進化は重要なキ
ーワードになると感じました。QRコ
ードを記載しましたので、お時間の
ある時に視聴してみてください。
　50周年のメインアクティビティは
綾瀬スマートインターに看板の寄贈

結成50周年記念式典開催結成50周年記念式典開催
綾瀬ライオンズクラブ50

th

オープニング

活動報告

メンバー紹介
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　11月27日（月）山梨県笛吹市にある境川カ
ントリークラブにおいて、オール山梨・親善チ
ャリティーゴルフ大会が参加者76名で開催さ
れた。幸い当日は良い天候に恵まれ、皆さん和
気あいあいと親善ゴルフを楽しんでいた。
　6番のショートホールはチャリティーホール
だ。参加者は1,000円以上のドネーションを
募金箱に入れていた。この寄付金は登録料の一
部と合算して、（公財）山梨県アイバンク・（公財）
山梨県臓器移植推進財団に拠出される。
　プレー終了後、クラブハウスレストランにて
懇親会を兼ねた表彰式が行われた。
　小尾　武オール山梨世話人会代表の挨拶から
始まり、表彰式では受賞者が発表される度に大
きな歓声が上がり盛り上がった。
　今回の賞品は、笛吹LCのメンバーが準備し
た豪華賞品。本日の優勝者は金井彰彦10RC
で、優勝賞品の自転車が贈呈されると、会場の
皆さんから大きな拍手があった。
　取材・撮影：地区ニュース

委員　L長坂　　正

オール山梨親善オール山梨親善
チャリティーゴルフ大会を開催チャリティーゴルフ大会を開催
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Step Forward支援金を活用して
ちょっと素敵なアクティビティ！

　横浜サンセット21LCは、10月1
日（日）に実施された統一奉仕デーに
おいて、伊勢佐木モールで市民に交
通安全と自転車利用時の注意を喚起
し、同時にライオンズクラブの存在
を広めるアクティビティを実施しま
した。
　当日は石田真一地区ガバナー、森
川吉孝第2副地区ガバナー、亀井真
司元地区ガバナー、出川渓二キャビ
ネット幹事、谷井弘樹キャビネット
会計にもご参加いただき、メンバー
やその家族と共に、伊勢佐木モール
入口近くにおいて交通安全を呼び掛
けました。

だきました。警察署からは市民に自
転車の交通ルールについての教育を
する機会が少ないので、ぜひ継続し
てもらいたいとのお話がありました。
　また、地元の住民からもこの活動
に対する称賛の声が寄せられ、「大変
良い活動だ」「交通安全についての啓
発が必要だ」とのコメントをいただ
きました。
　今後も地域社会への貢献と安全意
識の向上に取り組む姿勢を示し、こ
の活動を通じて、さらに地域社会へ
の貢献度を高めていきます。
　2R-3Z　横浜サンセット21LC

会長　L須賀　智之

　掲げたボードには『 自転車に乗る
なら必ずヘルメット』『 自転車でなが
らスマホは事故のもと』『 暗い道助け
てくれる反射材』と重要なアドバイス
を記載し、市民に安全運転の重要性
を啓発しました。また、ふくろう型の
リフレクター（反射板）を360個無料
で配布し、夜間や暗い場所での視認
性向上を支援しました。
　さらに、ライオンズクラブについ
て詳しく説明したチラシも地元住民
に配布し、クラブの使命と活動内容
を紹介しました。
　伊勢佐木警察署からも警察官3名
を派遣いただき、活動にご協力いた

自転車事故を防ごう！
伊勢佐木モールで交通安全啓発活動を実施

横浜サンセット21LC
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14

牧　　友彦L
①堺 勇二L
②8R-1Z
　藤沢湘南LC
③1983年10月19日
④大和ハウスリアルテ

ィマネジメント（株）
⑤支配人
⑥バドミントン・ランニング
⑦2023年7月

箕輪　　渉L
①齊藤一夫L
②5R-1Z
　川崎リバティLC
③1974年12月2日
④（株）エイト
⑤代表取締役
⑥マリンスポーツ・旅行
⑦2023年7月

鳥谷信太郎L
①山住吉一L
②8R-3Z
　相模原LC
③1994年11月11日
④（株）三光工芸社
⑤取締役
⑥ゴルフ・スノボー
⑦2023年7月

城戸伸一朗L
①平野　勝L
②1R-1Z
　横浜中LC
③1964年10月20日
④（株）NICS
⑤代表取締役
⑥野球・ゴルフ・料理
⑦2023年9月

杜　　小偉L
①水野隆弘L
②8R-3Z
　相模原シティLC
③1996年6月19日
④雲来合同会社
⑤社長
⑦2023年6月

守谷　玲太L
①渡貫直正L
②8R-1Z
　藤沢湘南LC
③1982年4月2日
④（株）アートモリヤ
⑤代表取締役
⑥ものづくり
⑦2023年7月

寺原　英治L
①大矢理恵子L
②9R-2Z
　鎌倉LC
③1965年12月27日
④ネスコジャパン（株）
⑤代表取締役社長
⑥旅行・ドライブ・
　筋トレ
⑦2023年9月

近藤　史子L
①濱野公一L
②8R-3Z 相模原シティLC
③1月14日
④明治安田生命相互会社
　八王子支社 南大沢営業所
⑤八王子支社委員長
　営業所代表マネージャー
⑥マラソン・ゴルフ
⑦2023年7月

杉田　光司L
①藤田尚晋L
②10R-1Z
③甲府LC
④1971年9月2日
④（株）大成電気
⑤代表取締役
⑥ゴルフ
⑦2023年9月

河西　正司L
①藤田尚晋L
②10R-1Z
　甲府LC
③1982年6月14日
④医療法人正寿会
⑤理事
⑥音楽鑑賞
⑦2023年7月

窪田壮次郎L
①髙梨訓男L
②7R-1Z
　平塚なでしこLC
③1973年10月31日
④円徳建工（株）
⑤代表取締役
⑥ゴルフ
⑦2023年8月

古田　博敏L
①横田雅樹L
②5R-2Z
　川崎生田LC
③1982年3月17日
④（株）LIFE　HOME
⑤代表取締役
⑥登山・ウエイトトレ

ーニング
⑦2023年2月

古屋　祐治L
①山寺英一郎L
②10R-3Z
　韮崎LC
③1969年8月8日
④山梨中央銀行
　韮崎支店
⑤支店長
⑥スポーツ観戦
⑦2023年7月

齋藤　順也L
①望月恵子L
②9R-1Z
　横須賀みかさLC
③1980年7月1日
④（有）いわて防災
⑤代表取締役
⑥ドライブ・ゴルフ
⑦2023年7月

①スポンサー名  ②クラブ名  ③生年月日  ④勤務先  ⑤役職  ⑥趣味  ⑦入会年月New member新 入 会 員 ご 紹 介
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甲府若葉LC甲府若葉LC

小　尾　　　武小　尾　　　武
〒245-0006　神奈川県横浜市泉区西が岡1-31-20
TEL.045-814-5043　FAX.045-814-5047

E-mail. komatu5043@gmail.com

携帯 . 090-4626-0917

代　表　小　松　和　芳
（横浜戸塚中央 LC）

小松表具店小松表具店小松表具店

神奈川県献血推進功労者知事表彰式神奈川県献血推進功労者知事表彰式

ってきてはいますが、テレワーク
が定着した現在、以前のように献
血バスで採血数を確保するのは大
変です。その中で皆様が献血推進
にご協力いただいていることは安
定的な血液製剤確保の大変強い支
えとなっています。残念ながら今
年度は神奈川県内で使用する血液
が県内で採血している量では足り
なくなり他のセンターから助けて

いただいています。県内で使う血液
量はぜひとも県内で採血していきた
いという強い思いがあります。そこ
で複数回献血にご理解いただければ
大変ありがたく思います。引き続き
命を救う献血にご協力いただきます
ようお願いします」と話された。
　その後、小笠原部長より各団体に
知事表彰状が授与され、閉式となっ
た。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　Ｌ野田　　覚

　令和5年度神奈川県献血推進功
労 者 知 事 表 彰 式 が、11月14日

（火）に日本赤十字社神奈川県支部
会議室において開催された。
　今年度は19の団体に授与され、
ライオンズクラブからは小田原白
梅LC（秋山隆一郎会長）、川崎稲
田LC（堀尾知由会長）、茅ヶ崎グ
リーンLC（山田博之会長）が受賞
者として表彰を受けた。
　表彰式はまず主催者として神奈川
県健康医療局生活衛生部長・小笠原規
之様より「 今回の表彰は長年にわた
る献血へのご協力や献血の重要性を
積極的に広報する活動に取り組まれ、
その実績が特に優秀で他の模範とな
る行いと認められたものです。献血
の推進をしている神奈川県といたし
まして心から敬意を表します。皆様
の善意の献血は急速な高齢社会が到
来することが予想される中、日本の
医療にはなくてはならないものです。

今後とも安全な血液を安定的に供給
できるように取り組んでまいります
ので、より一層のご協力をお願い申
し上げます」と挨拶があった。
　続いて、来賓挨拶として神奈川県
赤十字血液センター所長・大久保理
恵様から「 新型コロナウイルスが流
行し変化するライフスタイルに合わ
せて血液事業も模索し続けています。
当初、献血バスを受け入れていただ
ける団体様が少なくなり採血数の確
保が困難になりました。受入数は戻
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令和5年度 主催：神奈川県

●秋山会長・堀尾会長・山田会長
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　柏木教授からは「 山梨大学医学部附
属病院は創立40周年を迎え、機材が
いつ壊れてもおかしくない。山梨県
内で角膜移植ができる病院は山梨大
学医学部のみで、近県からも人が来
る。最新の機材になり角膜の部分移
植も可能になり、さらに多くの人が
来ることも見込まれます。今後とも
よろしくお願いします」と、感謝の言
葉をいただいた。
　取材・撮影：地区ニュース

委員　L中西　将志

の言葉。表彰式では、皆笑顔で喜び
を分かち合い素晴らしいアクティビ
ティだと感じた。
　最後に、廣枝了三6R-1ZCが「 全
てのことをコロナ禍前に戻しましょ
う」と力強く挨拶して閉会となった。
　取材・撮影：地区ニュース

委員　L髙杉　　昇

　10月11日（水）山梨大学医学部研
究棟5階会議室にてスペキュラーマ
イクロスコープ贈呈式が行われた。
　ライオンズクラブから、中澤一浩
前地区ガバナー、名執文雄前キャビ
ネット幹事、（公財）山梨県アイバン
クから石原英司理事長（元地区ガバ
ナー）、加々美富明理事（複合地区 糖
尿病・四献委員）、富岡信也常務理事

（甲府LC）、山梨大学医学部眼科から、
柏木賢治教授が出席された。

　10月25日（水）湯河原町総合運動
公園パークゴルフ場にて「 第11回パ
ークゴルフ親睦大会」が開催された。
町内の老人クラブやパークゴルフ愛
好者46名が参加し、コロナ禍で約4
年ぶりの開催とあり参加者の方々の
目の輝きが印象的であった。
　山田昭夫会長の挨拶のあと、湯河原
町副町長の髙橋 正様、田代哲也6RC

　贈呈式は富岡理事の司会で開始さ
れ、石原理事長は「 前期の年次大会
では目録のみの贈呈だったが、本日
は機材が完成しお届けすることがで
きた。柏木教授には有効に使ってい
ただき、1人でも多くの人に光を取り
戻してもらいたい」また、中澤前ガバ
ナーにも「 今後ともご支援いただき
たい」とご挨拶された。
　続いて、中澤前ガバナーから柏木
教授に目録が贈呈された。

の挨拶と続き、プレ−が開始された。
きれいなコースに整備されているが、
元々は駐車場の場所を整備して現在
のコースになったそうで、休憩所や
ベンチなど湯河原LC寄贈のものが各
所にみられた。
　「 パークゴルフ場ができたことによ
り、健康的で病院にお世話になる方
も減りました」と微笑むのは山田会長

山梨大学
医学部へ スペキュラーマイクロスコープを贈呈

パークゴルフ親睦大会開催パークゴルフ親睦大会開催
湯河原LC
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献血運動50年のあゆみ献血運動50年のあゆみ
鎌倉LC

が生まれた時、母親が大量出血をし
て輸血をしなければ命が危なかった。
その時いただいた血液は献血で蓄え
られたものだったと知り、そのあり
がたさを、今度は自分が献血して恩
返しをしたいと思った」と話してくれ
た。毎年この会場に献血に来ている
という。さまざまな思いを持って献
血に来てくださる人々に感謝する1
日であった。
　鎌倉LCがこの献血活動を50年に
わたって継続してきたことは、私た
ちLCメンバーは誇りを感じると同時
に素晴らしいことだと思った。今回
の活動では80名受け付けて、72名
から採血することができた。採血量
は27,600mlと近年では最高となっ
た。さらに今回は骨髄バンクにも6
名登録者がいたことを報告する。余
談にはなるが、衆議院議員小泉進次
郎氏も献血者の1人であったことを
付け加えます。
　秋晴れの1日、皆さん精一杯頑張
りました!
　9R-2Z　鎌倉LC

　社会福祉・四献委員長

L金子エスター聖美

　鎌倉LCでは10月28日（土）大船
駅東口商店街において献血促進活動
を行った。当日は神奈川県赤十字血
液センターの献血バスの到着前から
鎌倉LCのメンバーが12名集合し、
会場設営を行い、献血奉仕活動に参
加した。
　この日最初の献血者は池田誠吾会
長であり400mlの献血を行った。こ
れを皮切りに次々と献血希望者が献
血バスに並び、私たちもその対応に
追われた。
　大船の繁華街という場所もあって、
飲食店の方や金髪のゲームセンター
のお兄ちゃんも休憩時間を見計らっ
て献血に協力してくれた。私たちは
プラカードを持って道行く人に「 献
血にご協力お願いします」と呼びかけ
た。
　1日の活動の中で献血に協力して
くださる方々との対話の機会にも恵
まれた。順番待ちをしていた5歳の
娘さんを連れた若いお父さんは、今
日ここに献血に来た理由は「この娘
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SUNSUNSUN 有限会社有限会社 サンテックサンテック有限会社サンテック

橋梁架設工事・耐震、補修工事・土木工事
重量品機器搬入据付工事・一般貨物運送

〒409-3813　山梨県中央市一町畑912-1 TEL 055-273-1771 FAX 055-273-1774梨県中央市 町畑912 1 TEL 055 273 1771 FAX

株式会社株式会社    中中 部部株式会社  中 部

育が重要性を帯びてきた。そこで当
クラブとして薬物乱用防止の啓発材
料の一つになればとの思いから寄贈
させていただくことといたしました」
と挨拶された。
　続いて本村市長も「 一人のライオ
ンズクラブメンバーとしても、ぜひ
相模原市の子どもたちのためになる
と思うので感謝を申し上げる」とのこ
とだった。
　当日は、木藤晴彦８RCや清水絋二
郎８R-3ZCも駆けつけ、全員で薬物
乱用防止を語らう機会となった。
　取材・撮影：地区ニュース

委員　Ｌ渡辺　博士

　10月5日（木）14時に相模原市役
所において、「 薬物乱用防止啓発パネ
ル寄贈式」が行われ、相模原シティ
LCメンバーにより相模原市長の本村
賢太郎様へ贈呈された。当日は、ラ
イオンズメンバーでもある衆議院議
員の甘利 明様も同席し、緊張した贈
呈式となった。

　堀内伸一会長は、「 今回寄贈させて
いただきますパネルは、青少年の健全
育成に寄与する一環として相模原市
内の小中学校全校へ寄贈させていた
だくものです。背景にあるのは、国
内では薬物乱用が後を絶たず、近年
では小中学生にまで魔の手が及んで
おり、早い段階での正しい知識の教

薬物乱用防止啓発パネルを寄贈薬物乱用防止啓発パネルを寄贈
相模原シティLC
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「献血感謝のつどい「献血感謝のつどいinin山梨」山梨」で県から表彰で県から表彰

市と共催でフードドライブ活動を実現！市と共催でフードドライブ活動を実現！

勝沼・大和LC

北杜LC

ミ袋をプレゼントして喜ばれている、
メンバーも和気あいあいとした雰囲
気で活動している。これからも献血
に貢献していきたい」と語った。
　取材・撮影：地区ニュース

委員　L 中西　将志

あり大きな成果である。食品を提供
していただいた皆さんに感謝します。
これからもこの事業を継続していき
ます」と話された。
◦提供された食品の数量　
　①米　　817kg
　②食品　186kg
◦食品提供協力　　
　北杜LC：20名、一般市民：94名
　取材・撮影：地区ニュース

委員　L長坂　　正

　10月30日（月）山梨県防災新館１
階やまなしプラザにおいて、長年に
わたり山梨県で献血運動の推進に積
極的に協力している団体として、勝
沼・大和LCが山梨県知事表彰を受賞
した。

　北杜LCは11月26日（日）・27日
（月）の2日間、北杜市と共催で家庭
に眠っている食品を集め、冬休みの
子どもたちを援助する『 フードドラ
イブ』を行った。
　この活動は、メンバーが持ち寄っ
た食品と北杜市商工会や市民の皆さ
んから提供していただいた食品を子
どもフードサポートを受けている家
族に届ける活動で、「もったいない」
を「ありがとう」に変える食品ロスの

　髙嶋信男会長と佐藤照幸幹事が出
席した「 献血感謝のつどいin山梨」
は、コロナ禍により平成30年度の
実施を最後に開催を中止していたが、
５年ぶりに開催された。髙嶋会長は、

「 献血に協力いただいた方に卵やゴ

取り組みにもつながっている。今回、
市と連携することで北杜市の公報媒
体に掲載され、より多くの食品を提
供していただいた。
　11月28日（火）には、北杜LCの
メンバーと市役所の職員が『 フード
バンク山梨』に食品を届けた。矢崎
嘉昭会長は「 年末にフードサポート
を受けている子どもたちにたくさん
の食品を届けられて良かった。北杜
LCと北杜市が連携して行った活動で

●
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の
目
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け
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　11月20日（月）に小田原湯本カン
トリークラブにてCN45周年記念チ
ャリティーゴルフコンペを開催しま
した。
　330-B地区より34クラブ121名
のメンバーにご参加いただき、本大
会はチャリティーゴルフ大会として、
小田原市へ「かまどベンチ」を寄贈す
るという趣旨のもと開催しました。
　寄贈式では、来賓として小田原副
市長・玉木真人様にお越しいただき、
加藤実行委員長より「かまどベンチ」
についての説明がなされ、秋山隆一
郎会長が小田原市への寄贈を行いま
した。あまり認知度としては低い「か
まどベンチ」ですが、災害時には炊き

　大会を通じて、至らぬ点など多々
あったかと思いますが、ライオンズ
の誓いにある「 友愛と相互理解の精
神」でご勘弁ください。この事業を通
じて、LCメンバー皆様の懇親がさら
に深まり、団結し、奉仕活動の素晴
らしさをより多くの方々に知ってい
ただければと思います。
　参加メンバーの皆様から大変多く
のドネーションをいただき、素晴ら
しい事業になりましたことを改めて
感謝申し上げます。
　6R-1Z　小田原白梅LC

　CN45周年チャリティーゴルフ大会

部会長　L小玉　智武

出しができる設備を備え、通常時は
ベンチとして市民の安らぎの場とし
て使用できます。
　本大会では、参加者に防災につい
て向き合っていただく機会として、
受付場所や表彰会場に現物を仮置き
して、見て、触って、座っていただ
きました。今後は2024年2月頃を
目途に、小田原市川東タウンセンタ
ー・マロニエ敷地内の公園に「かまど
ベンチ」を2基設置する予定です。ま
た、今後も「かまどベンチ」を通じて
多くの方に防災に対して向き合って
いただき、さらには防災用具等の設
置場所を周知していくなどの活動を
していきたいと思います。

●かまどベンチ●かまどベンチ

小田原市へ「かまどベンチ」を寄贈！！　小田原白梅LC
CN45周年記念チャリティーゴルフ大会開催
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所長・税理士　吉 本　晴 夫
（藤沢中央ライオンズクラブ所属）

〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401
TEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jpTEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jp
〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401
TEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jp

　山下秀男元地区ガバナー・名誉顧
問 は、2023年8月11日（金）に 逝
去されました。
　理事会・例会100%出席。31年間
元地区ガバナーでございました。5月
のクラブ55周年を指導、クラブ新役
員のスタートを見届け、安心しての
旅立ちでございました。
　山下元ガバナーは、1936年東京生
まれ。早稲田大学では応援団の団長
を務め、卒業後は三五紙業(株)に入
社されました。
　人望の厚い、リーダーたるリーダ
ーでした。1962年に川崎LCが創設
された2年後、1964年に川崎御幸
LCに27歳で入会。4 年後の1968
年に川崎多摩川LCの創設メンバーと
なりました。その後若くしてエクス
テンション委員長に任命され数多く
のクラブ結成に尽力、ライオンズ創
生期を真に支えたメンバーでした。

の重責を担う決心をしたそうです。
　ガバナー就任時は、ライオンズク
ラブ国際協会が今までどの組織団体も
成し得なかった大事業『 視力ファース
トキャンペーン』を実施する3年目に
当たり、海沼 昭第27代地区ガバナ
ー、星野敏治第28代地区ガバナーか
ら引き継がれた目標額を上回る1億
6,000万円の献金を達成しました。
　ガバナー退任後も引き続き熱心に
ライオンズクラブの活動に関わられ、
年次大会などにもご臨席され、温か
いご指導を賜りました。
　この度の訃報は誠に残念ではあり
ますが、ここにご生前の功績を偲び、
一文を寄せさせていただきました。
山下元ガバナーのご冥福を心よりお
祈りいたします。
　330複合地区糖尿病・四献委員

　4R-2Z　川崎多摩川LC

L藤岡　　勝

　また、ライオンズクラブ以外でも、
川崎南法人会青年部の初代部会長に
就任、2001年には財務大臣表彰を、
2013年には旭日双光章を受賞され、
社会に大きく貢献されました。

　1993年 ～1994年 度 に は、 第
29代地区ガバナーを務められまし
た。この時、山下元ガバナーはまだ
50代の若さで、ガバナーへの立候補
をためらったそうです。しかし、尊
敬する堀之内 斉第8代地区ガバナー
に判断を委ねたところ、「 応援するか
ら頑張りなさい」といわれ、ガバナー

●
山
下
ガ
バ
ナ
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中
央
）

故・山下秀男元地区ガバナーを偲んで
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謹んで哀悼の意を表しご冥福をお祈り申し上げます物故ライオン

北村　太知L
川崎田島LC
R5.4.28（34才）

宇田川欽也L
川崎東LC

R5.8.24（88才）

鈴木　清一L
伊勢原LC

R5.10.10（92才）

岩崎　　博L
藤沢中央LC
R5.8.29（76才）

望月　　淳L
南アルプスLC
R5.6.24（61才）

幾田　清二L
横浜港南LC
R5.6.13（85才）

加藤　　勇L
茅ヶ崎グリーンLC
R5.5.3（91才）

　今年度地区ニュース委員会2年目です。今
年度は副委員長に任命いただき気が引き締ま
ります。
　ライオンズクラブに入会してもうすぐ20
年になります。以前もキャビネットに出向さ
せていただきましたが、その後しばらくクラ
ブの活動もできていませんでした。そんな中、
コロナ前にクラブ会長となってからはクラブ
例会・アクティビティの出席がほぼ100%に
なり、昨年度からは取材でクラブの活動以外
にも参加するようになりました。
　2年目の委員会で少しは慣れたかとは思い
ます。昨年当初は一言一句聞き逃さないよう
に書いて取材していましたが、最近は録音を
覚えて後で確認できるようになりました。ま
た、行事予定もわかるようになったので、次

は何の取材に行くのかを考えられるようにな
りました。それでも記事を書く際には細心の
注意を払うようにしています。書かなければ
ならないことで誌面はかなり埋まります。し
かし、それ以外にそのアクティビティ、会議
の主催者や参加者の思いを伝えることを特に
考えています。限られた字数の中でどれだけ
のことを伝えられるかはわかりませんが、皆
さんの思いを感じ取り誌面に表現できれば幸
いと思います。
　気がつくとクラブでは入会順が3番目にな
りましたが、それでもまだ若手の気分です。
おそらく、スポンサーから常に指導を受けて
いるからだと思います。
　これからも謙虚に取材にお伺いしますので、
何卒よろしくお願いします。

地区ニュース委員会
副委員長

野　田　　　覚L

編 集 後 記
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充実した士業サポート体制。不動産に関する全てをワンストップでお任せいただける不動産会社です。



新鮮な素材を清潔な工場から食卓へ新鮮な素材を清潔な工場から食卓へ新鮮な素材を清潔な工場から食卓へ

冷蔵冷蔵　　・・　　冷凍冷凍　　・・　　魚介魚介
加工・製造・業務用加工・製造・業務用 卸売問屋卸売問屋
冷蔵　・　冷凍　・　魚介
加工・製造・業務用 卸売問屋
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